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開会宣告（午前１０時００分） 
──────────────────────────────────────────── 

◎開会宣告 
○議長（方川一郎君） ただいまから、平成２９年第２回本別町議会臨時会を開会します。 
──────────────────────────────────────────── 

◎開議宣告 
○議長（方川一郎君） これから、本日の会議を開きます。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 
○議長（方川一郎君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、阿保静夫君、山西二三夫君、

及び矢部隆之君を指名します。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 
○議長（方川一郎君） 日程第２ 会期決定の件を議題とします。 
 お諮りします。 
 本臨時会の会期は、本日１日間にしたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、会期は、本日１日間に決定しました。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 
○議長（方川一郎君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 
 報告第７号平成２８年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第９回）について、

報告を求めます。 
 藤野病院事務長。 
○病院事務長（藤野和幸君） 報告第７号専決処分報告。 
 平成２８年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第９回）について、地方自治

法第１８０条第１項の規定により専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定により

報告いたします。 
 補正予算書の１ページをお開きください。 
 補正の内容は、第２条資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するもので、収入

では、第１款資本的収入第７項寄付金を１０万円増額補正し、資本的収入の総額を８,５２

９万３,０００円とするものであります。内容は、本別町新町○○番地○にお住まいの、○

○○○様から１０万円の寄付金を受け入れたものでございます。 
 支出では、第１款資本的支出第３項投資を１０万円増額補正し、資本的支出の総額は１
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億１,２３０万円となりますが、寄付者の意向により医療施設等整備基金に積み立てること

といたしました。 
 ２ページ以降の補正予算実施計画及び補正予算説明書につきましては省略させていただ

きます。 
 以上、専決処分報告といたします。 
○議長（方川一郎君） これで報告済みとします。 
 報告第８号公用車両の交通事故に起因する和解及び損害賠償額を定めることについて報

告を求めます。 
 大槻建設水道課長。 
○建設水道課長（大槻康有君） 報告第８号公用車両の交通事故に起因する和解及び損害

賠償額を定めることについて、御説明申し上げます。 
 本事故は、除雪作業中における除雪車の事故であります。 
 平成２８年１２月２３日午前６時００分頃、公用車両、除雪トラック、帯広○○○○○

○○が、中川郡本別町栄町７７番地地先、栄町１４号道路上において、除雪作業中、除雪

プラウの接触により電柱を破損したものです。 
 事故後直ちに北海道電力株式会社により電柱の応急処置を行い、この度電柱の補修工事

を完了したことなどから、４月１１日に示談が成立しましたので、民法第６９５条の規定

に基づき和解し、損害賠償額を定めたことから、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分いたしましたので、同条第２項の規定により報告をいたします。 
 なお、報告につきましては、和解の相手方、和解の要旨のみ報告をさせていただきます。 
 １、和解の相手でありますが、住所は帯広市西５条南７丁目２番地、氏名は北海道電力

株式会社、○○○○○○○○○、○○○○氏であります。 
 ２、和解の要旨につきましては、本件の事故にかかる損害賠償額を一金３０万７,６１６

円と定め、本別町が北海道電力株式会社に対し、支払うものとする内容でございます。 
 なお、この損害賠償額につきましては全額町村有自動車損害共済金により賄われており

ます。 
 今後はこのような事故を起こさないよう、より一層交通安全の意識を高め、安全運行を

励行してまいりたいと思います。 
 以上、報告第８号の専決処分報告とさせていただきます。 
○議長（方川一郎君） これで報告済みとします。 
 報告第９号平成２９年度本別町一般会計補正予算（第１回）について報告を求めます。 
 大和田総務課長。 
○総務課長（大和田収君） 報告第９号専決処分報告。 

 平成２９年度本別町一般会計補正予算（第１回）について、地方自治法第１８０条第１

項の規定により専決処分したので、同条第２項の規定により報告いたします。 

 今回の補正は、ただ今報告いたしました公用車両の交通事故に起因する損害賠償金であ
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ります。 
 予算書の１ページをお願いいたします。 
 歳入歳出予算補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３０万８,０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を、歳入歳出それぞれ６６億８,４４７万３,０００円とする内容であります。 
 ３ページ、４ページをお願いいたします。 
 ２、歳出でありますが、８款土木費２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費２２節

補償補填及び賠償金３０万８,０００円の補正は、電柱修繕費を損害賠償金として支払うも

のであります。 
 上段の歳入の１９款諸収入５項１目７節雑入３０万８,０００円は、この費用の全額が町

村有自動車損害共済金で賄われるため計上いたしました。 
 以上、簡単でありますが専決処分報告とさせていただきます。 
○議長（方川一郎君） これで報告済みといたします。 
 報告第１０号平成２９年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第１回）につい

て報告を求めます。 
 井戸川老人ホーム所長。 
○老人ホーム所長（井戸川一美君） 報告第１０号専決処分報告。 
 平成２９年度本別町介護サービス事業特別会計補正予算（第１回）について、地方自治

法第１８０条第１項の規定により専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定により

報告いたします。 
 予算書の１ページをお開き願います。 
 歳入歳出予算補正。 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２億８,５５７万７,０００円とするものであります。 
 それでは、事項別明細書により御説明させていただきます。３ページ、４ページをお開

き願います。 
 歳入でございますが、３款１項１目寄付金１節指定寄付金１０万円の補正は、本別町新

町○○番地○にお住まいの○○○○様からの１０万円の寄付をいただいてございます。 
 歳出でございますが、１款介護サービス事業費１項１目施設介護サービス事業費のうち、

寄付者の意向によりまして、１８節備品購入費施設等備品といたしまして長時間座位保持、

座ることを保つことが難しい利用者が増加傾向にありますことから、リクライニング車椅

子１台の購入にあてるものであります。 
 以上、専決処分報告とさせていただきます。 
○議長（方川一郎君） これで報告済みといたします。 
報告第１１号平成２９年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１回）につい

て報告を求めます。 
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 藤野病院事務長。 
○病院事務長（藤野和幸君） 報告第１１号専決処分報告。 
 平成２９年度本別町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１回）について、地方自治

法第１８０条第１項の規定により専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定により

報告いたします。 
 補正予算書の１ページをお開きください。 
 補正の内容は、第２条資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正するもので、収入

では第１款資本的収入第７項寄付金を１５万円増額補正し、資本的収入の総額を１億６,３

９４万２,０００円とするものであります。 

 内容は、本別町北７丁目〇番地○○、○○○様から１０万円、本別町内にお住まいの匿

名の方から５万円の寄付を受け入れたものでございます。 

 支出では、第１款資本的支出第３項投資を１５万円増額補正し、資本的支出の総額は１

億９,３８９万９,０００円となりますが、寄付者の意向により医療施設等整備基金に積み

立てることといたしました。 

 ２ページ以降の補正予算実施計画及び補正予算説明書につきましては省略させていただ

きます。 
 以上、専決処分報告といたします。 
○議長（方川一郎君） これで報告済みといたします。 
 次に、監査委員から平成２９年２月分に関する例月出納検査結果報告書の提出がありま

した。 
 その写しをお手元に配布しておきましたので、御了承願います。 
 これで諸般の報告を終わります。 
──────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 議案第３３号 
○議長（方川一郎君） 日程第４ 議案第３３号平成２９年度本別町一般会計補正予算（第

２回）についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大和田総務課長。 

○総務課長（大和田収君） 議案第３３号平成２９年度本別町一般会計補正予算（第２回）

について、提案理由の説明を申し上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 歳入歳出予算補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,１５０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ６６億９,５９７万３,０００円とする内容であります。 

 ３ページ、４ページをお開きください。 

 １、歳入でありますが、１６款１項１目寄付金１節総務費寄付金１千万円の増額補正は、
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本別町にお住まいの匿名の方からの、個性あるふるさとづくり寄付金として、次の４節教

育費寄付金１５０万円の増額補正は、学校教育振興物品購入寄付金として、本別町弥生町

にお住まいの○○○○様からの指定寄付金でございます。 

 次の歳出でありますが、２款総務費１項総務管理費１４目基金費２５節積立金１千万円

は、寄付者の意向により、基金への積み立てにあてるものでございます。 

 次の１０款教育費３項中学校費２目教育振興費１８節備品購入費１５０万円は、寄付者

の意向により本別中学校備品として、電子黒板７０型、教師用タブレットパソコンを購入

するものであります。詳しい内容につきましては、予算説明資料の１ページに添付してお

りますので、後ほど御参照していただきたいと存じます。 

 以上、平成２９年度本別町一般会計補正予算（第２回）の提案説明にかえさせていただ

きます。よろしく御審議をお願いいただきます。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 質疑は、歳入、歳出一括とします。 
 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第３３号平成２９年度本別町一般会計補正予算（第２回）についてを採

決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３３号平成２９年度本別町一般会計補正予算（第２回）については、

原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第５ 議案第３４号 

○議長（方川一郎君） 日程第５ 議案第３４号本別町税条例の一部改正についてを議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） 議案第３４号本別町税条例の一部改正につきまして提案内容
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の御説明を申し上げます。 

 はじめに、改正の概要について御説明をいたします。 

 今回の改正は、地方税法の改正を受けて行うものでございます。 

 改正文の１行目の第３３条第４項中の部分から、次のページの上から７行目の第３４条

の９第１項中までの改正につきましては、個人住民税配当割の課税標準であります特定配

当等のうち、特定上場株式等については所得税、個人住民税ともに総合課税か源泉徴収の

みで申告を不要にするか、申告分離課税のいずれかを選択できることとなっておりますが、

所得税の確定申告書が提出している場合であっても、その後に個人住民税の申告書が提出

された場合には、個人住民税の申告書をもとに課税できること等を明確化するための改正

でございます。また、株式等譲渡所得割につきましては総合課税は選択できませんが、源

泉分離課税又は申告分離課税を選択できることとなっておりまして、個人住民税の取り扱

いにつきましては先ほど御説明申し上げた部分と同様の扱いができる改正となっておりま

す。 

 次に、上から８行目の第４８条の改正につきましては、法人町民税の延滞金の計算の基

礎となる期間に係る文言の整備でございます。 

 次に、１５行目の第５０条の改正は、法人町民税に係る不足税額の納付の手続き等につ

いての規定の整備でございます。 

 下から７行目の第６１条の次に第６１条の２を加えた部分につきましては、保育の受け

皿整備促進のため、児童福祉法で定められております家庭的保育事業及び居宅訪問型保育

事業、事業内保育事業の認可を得た者が事業の用に供する家屋、償却資産の課税標準の特

例について定めたもので、その割合を２分の１と定めたものでございます。なお、本町に

おきましては、これら事業者の該当はございません。 

 一番下の行の第６３条の２から次ページの１３行目までの第６３条関係の改正につきま

しては、これも本町では該当はありませんけども、高さが６０メートルを超える建築物、

タワーマンションと呼ばれるところの固定資産税についての改正でございます。 

 次に、１４行目の第７４条の２の改正につきましては、現在、災害支援措置として被災

市街地復興推進地域に定められた場合、被災住宅用地に係る特例措置として、震災等によ

り滅失、損壊した住宅の敷地であった土地について、賦課期日において住宅が再建されて

いない場合であっても震災等の発生後２年度分、住宅用地として適用される特例措置が取

られておりましたが、今回の改正ではこれを４年度分に拡充する改正を行ったものです。 

 続きまして、中ほどの行中、附則第５条第１項の改正は控除対象配偶者の定義変更に伴

う規定の整備、附則第８条第１項の改正は肉用牛の売却による事業所得に係る課税の特例

を平成３３年度まで３年間延長するものでございます。 

 次のページの１行目、附則第１０条の３第２項の改正規定中、新たに加えられました９

項、１０項につきましては、耐震改修が行われた認定長期優良住宅に対する固定資産税の

減額を受けようとする者が提出する申告書について規定したものでございます。 
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 次のページの上から６行目、附則第１６条第３項の改正は軽自動車税のグリーン化特例

の適用期限を平成３０年度まで２年間延長するものでございます。 

 下から８行目、附則第１６条の２の改正につきましては軽自動車税の賦課徴収の特例に

ついて規定したものでございます。 

 なお、本条例は公布の日から施行し、平成２９年４月１日から適用されますが、肉用牛

の売却による事業所得に係る課税の特例については本条例の公布の日から、控除対象配偶

者の定義変更に伴う規定の整備については平成３１年１月１日から施行されることとなり

ます。 

 以上で改正案の概要説明とさせていただきます。 

 それでは、改正文の朗読により提案説明とさせていただきます。なお、括弧書きの朗読

は省略させていただきます。 

（「説明省略」と呼ぶ者あり） 
（「賛成」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） ただいま藤田直美君から説明を省略することの動議が提出されま

した。この動議は賛成者がありますので成立しました。 
 説明を省略することの動議を採決します。 
 この動議のとおり、説明省略することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３４号本別町税条例の一部改正について、説明を省略することの動

議は可決されました。 
 これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第３４号本別町税条例の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３４号本別町税条例の一部改正については、原案のとおり可決され

ました。 
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──────────────────────────────────────────── 
◎日程第６ 議案第３５号 

○議長（方川一郎君） 日程第６ 議案第３５号過疎地域における固定資産税の課税の特

例に関する条例の一部改正についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） 議案第３５号過疎地域における固定資産税の課税の特例に関

する条例の一部改正につきまして、御説明させていただきます。 

 今回の改正につきましては、過疎地域自立促進特別措置法の一部改正によりまして条例

の改正が必要となったため提案するものでございます。 

 改正の内容は、固定資産税の課税の特例を受けることが出来る事業内容について、情報

通信技術利用事業を廃止し、農林水産物等販売事業を新たに加え、本制度を２年間延長す

るものでございます。 

 それでは、改正文を朗読して説明にかえさせていただきます。 

 なお、括弧書きの朗読は省略させていただきます。 

 過疎地域における固定資産税の課税の特例に関する条例の一部を改正する条例。 

 過疎地域における固定資産税の課税の特例に関する条例（平成１５年条例第２５号）の

一部を次のように改正する。 

 第１条中「情報通信技術利用事業」を「農林水産物等販売事業」に改める。 

 附則第４項中「平成２９年３月３１日」を「平成３１年３月３１日」に改める。 

 附則。 

 この条例は、公布の日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

 以上で、提案とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第３５号過疎地域における固定資産税の課税の特例に関する条例の一部

改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３５号過疎地域における固定資産税の課税の特例に関する条例の一

部改正については、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第７ 議案第３６号 

○議長（方川一郎君） 日程第７ 議案第３６号本別町国民健康保険税条例の一部改正に

ついてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 千葉住民課長。 

○住民課長（千葉輝男君） 議案３６号本別町国民健康保険税条例の一部改正につきまし

て、提案内容の御説明をさせていただきます。 

 今回の改正は、地方税法の改正を受けて行うもので、改正の内容は均等割、平等割の軽

減判定所得の引き上げによる対象世帯等の拡大となっております。 

 ５割軽減の判定所得につきましては、現行が３３万円プラス被保険者１人につき２６万

円５,０００円を加算した金額を超えない世帯としておりましたが、これを２７０,０００

円に５,０００円引き上げるものでございます。 

 また、２割軽減の判定所得につきましては、現行が３３万円プラス被保険者１人につき

４８万円を加算した金額を超えない世帯としておりましたが、これを４９万円とし１万円

引き上げるものでございます。 

 今回の改正による影響額につきましては、現行の課税分に置き換えての試算となります

が、５割軽減分が基礎分、後期高齢者支援分の均等割、平等割合わせて４世帯で１０万７,

５００円、２割軽減分は介護分も含めまして８世帯で５万９,１００円となります。 

 それでは、改正文の朗読により提案説明とさせていただきます。なお、括弧書きの朗読

は省略させていただきます。 

 本別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

 本別町国民健康保険税条例（昭和３４年条例第６号）の一部を次のように改正する。 

 第２１条第１項第２号中「２６５,０００円」を「２７０,０００円」に改め、同項第３

号中「４８０,０００円」を「４９０,０００円」に改める。 

 附則中第１０項を１２項とし、第１３項を第１０項とし、第１１項を第１３項とし、第

１４項を第１１項とする。 

 附則。 

 施行期日。 

 １、この条例は、公布の日から施行し、平成２９年４月１日から適用する。 

 適用区分。 

 ２、この条例による改正後の本別町国民健康保険税条例の規定は、平成２９年度以後の

年度分の国民健康保険税について適用し、平成２８年度分までの国民健康保険税について
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は、なお従前の例による。 

 以上で、提案の御説明とさせていただきます。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 阿保静夫君。 
○１０番（阿保静夫君） 今回の５割、２割、それぞれ４世帯、８世帯の軽減のところの、

軽減する額が上がるのか、負担する額が上がるのか、そこだけお願いします。 
○議長（方川一郎君） 千葉住民課長。 
○住民課長（千葉輝男君） ある一定の所得までの方については、５割軽減、２割軽減し

ますよという規定がありまして、今回はその軽減判定をする所得の基準を引き上げたので、

対象世帯がふえてくるというような形になります。 
○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第３６号本別町国民健康保険税条例の一部改正についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３６号本別町国民健康保険税条例の一部改正については、原案のと

おり可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎日程第８ 議案第３７号 

○議長（方川一郎君） 日程第８ 議案第３７号勇足小学校大規模改修工事請負契約につ

いてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大和田総務課長。 

○総務課長（大和田収君） 議案第３７号勇足小学校大規模改修工事請負契約につきまし

て、提案理由の説明を申し上げます。 

 勇足小学校大規模改修工事請負契約締結にあたりましては、予定価格が５千万円以上の

工事契約となりますので、地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契

約および財産の取得または処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるも
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のでございます。 

 契約の目的は、勇足小学校大規模改修工事で、工事内容は、昭和５５年に建設された校

舎、昭和５６年に建設されました体育館の老朽化に対応するため、大規模改修をするもの

でございます。 

 契約の方法につきましては、指名競争入札による契約締結で、指名委員会は平成２９年

３月１６日に開催し、指名業者は、塚林鹿島経常建設共同企業体、藤原山中経常建設共同

企業体、北原稲田経常建設共同企業体、木村富士経常建設共同企業体、外田楠茂経常建設

共同企業体、野田後藤経常建設共同企業体、中前山本経常建設共同企業体の７者を選考い

たしました。 

 平成２９年３月２３日に指名通知を行い、平成２９年４月１４日に入札を執行しており

ます。 

 契約金額は、２億５,３８０万円で、入札回数は１回で落札をしております。 

 契約の相手方は塚林鹿島経常建設共同企業体、代表者、中川郡本別町北８丁目１番地２、

株式会社塚林建設、代表取締役、○○○○。 

 構成員、中川郡本別町南２丁目７番地１６、株式会社鹿島組、代表取締役、○○○○で

ございます。 

 仮契約は、平成２９年４月１４日に行っております。 

 工期は、着工が本契約の日から７日以内で、完成は平成３０年１月３１日でございます。 

 以上、議案第３７号勇足小学校大規模改修工事請負契約についての提案にかえさせてい

ただきます。よろしく、御審議をお願いいたします。 

○議長（方川一郎君） これから質疑を行います。 
 大住啓一君。 
○４番（大住啓一君） １点確認させていただきます。 
 指名業者７社の企業体７社、入札回数１回、この結果によって、入札率はいくらかお知

らせいただきたい。 
○議長（方川一郎君） 大和田総務課長。 
○総務課長（大和田収君） 落札率でございますけども、９７.６パーセントでございます。
以上です。 
○議長（方川一郎君） ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） これで質疑を終わります。 
 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
○議長（方川一郎君） 討論なしと認めます。 
 これで討論を終わります。 
 これから、議案第３７号勇足小学校大規模改修工事請負契約についてを採決します。 
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 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（方川一郎君） 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３７号勇足小学校大規模改修工事請負契約については、原案のとお

り可決されました。 

──────────────────────────────────────────── 
◎散会宣告 

○議長（方川一郎君） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成２９年第２回本別町議会臨時会を閉会します。 

 御苦労さまでした。 

散会宣告（午前１０時３６分） 
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